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前期において最低限の政治学の基礎知識を整理したことをうけて、後期では修士論

文を書くにあたっての準備作業に実際に入る。リサーチクエッションの設定、理論

的先行研究の整理、仮説の提示、データ分析、事例分析などの成果をレジメをつ

くって発表してもらい、相互に批判しあうことを目的とする。目標としては、最終

週までに、少なくとも修士論文の構成と資料収集にめどをつけることとし、できれ

ば実際の執筆の3分の１程度が終えることをめざしたい。

各週の授業への参加。２回以上無断で欠席したり遅刻する者に対しては、単位を与

えない。必要と判断した場合は、最後にtake-home-examinationを課す可能性もあ

る。
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